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 要  旨 
 近年、家電製品などのデザイン活動で、高度なデザイン支援システムが用いられるようになっ
てきた。しかし、高度なデザイン支援システムのリアリティの高さや操作の不自然さ等が、デザ
イナの創造的な活動を阻害している事例が報告されており、その問題点が明らかになりつつある。
この問題を解決するため、2 次元空間におけるデザインを 3 次元化して検討できるシステムや、
頭の中の 3次元イメージを直接 3次元空間上に表現する 3次元空間スケッチシステムが盛んに研
究されている。 
 しかしながら、これらの研究は、実際の製品デザイン設計の現場での使用レベルまでは至って
いない。この現状を改善するため、本研究室では 3 つの先行研究賀されてきた。1 つ目は、問題
の原因を 3 次元空間の利用する必然性の欠如だと考え、3 次元の特性を生かし、デザイナのイメ
ージを直に表現でき、創造的な活動を阻害しない「実物大かつ実操作可能な 3 次元スケッチ支援
システム」を提案した。2 つ目は、問題の原因を実際のデザイナの行動との不一致だと考え、2
次元空間・3 次元ミニチュア空間・3 次元実物大空間の自由な行き来、ラフと精緻の自由な行き
来を可能にする「多環境対応の体感型デザイン支援システム」を提案した。3 つ目は、ツールの
操作によって本来支援すべきデザイナの描画行為や編集行為を中断させていると考え、ジャスチ
ャー操作を導入し、「デザイナの自然な身体の動きを生かしたデザイン支援システム」を提案した。 
 本研究では、先行研究から得られた経験と発見した問題点を踏まえて、3 次元スケッチ支援シ
ステムを再構築する。本研究の特徴は以下の 4つである。 
（１）3 次元空間における描画物と描画物の位置関係、及び描画物と現実世界の位置関係の把握
の難しさに着目し、描画を補助する仮想な面を導入した。 
（２）一定の重複性のある製品デザインパターンやデザイナの描画習慣を学習し、描画の予測変
換を提案した。 
（３）操作可能なスケッチについて、外見のデザイン行為と操作のデザイン行為を 2 つのデザイ
ン空間に振り分け、操作の定義を可視化した。 
（４）システム参加人数を複数人に増やし、協調的なデザイン環境を構築した。 
実装したプロトタイプシステムを用いて本システムの評価実験を行い、提案したシステムの基
本的な有効性を確認した 
 
